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　今年の梅雨は，男性型の梅雨であると言わ
れています。聞き慣れない言葉ですが，雨の
降り方が土砂降りのように降ることをさして
呼ぶとのこと。以前は梅雨と言えば「しとし
と」降るのが代名詞であったのはいつ頃まで
だったのでしょうか。
　会員のみなさまには如何お過ごしでしょうか。
　前号から僅か数ヶ月の間に様々な社会的変
化が起こり，それらは私たちの生活そのもの
を大きく転換しなければならない時期に来て
いることを示唆する出来事ばかりでありまし
た。今年になってからの大きな出来事を拾っ
てみると，例年ですと既に１年の10大ニュー
スになるような出来事ばかりでした。例えば
１月以降の「原油高，物価高」は，ガソリン
の高値新記録を記録し，石油製品と燃料に関
係する製品の高騰，石油に変わるバイオ燃料
への転換から小麦などの穀物の高騰を来たし
ました。さらに中国産冷凍餃子からの毒物検
出や農薬問題など食の安全性までも問わるよ
うになり，自給率とともに日本人の食生活そ
のものが危機に直面しています。また今年
はアジアを中心として自然災害が多く発生し
ていることも特徴であります。５月２日には
ミャンマーのサイクロン被害，５月 12 日に
は中国南西部地震，６月 14 日には岩手・宮
城内陸地震が発生し未だに多くの人達が避難
生活を余儀なくされています。環境問題とも
関連しあたかも地球の悲鳴を聞いているよう
であります。また中国ではオリンピックを前
にチベット騒乱，異例の北京オリンピック聖
火リレーが行われ異例ずくめのオリンピック
が予想されます。日本では日銀総裁の空席や
ガソリン税・暫定税率の失効と再可決といっ
た「ねじれ国会」に代表される政治の混迷は，

目まぐるしく変わる世界規模の変化に対応を
追われ，将来を見据えた本来の政治ができな
い状態と考えられます。しかも自然災害や生
活の不安は一層政治不信を煽り，日本の行く
末は皆目見当がつかない状態で有ります。
　日本の医療制度においてもその煽りは甚だ
しく，後期高齢者医療制度，特定健診と指導
が始まりましたが，医療現場の混乱やお年寄
りの不安は予想を超えるものであります。最
近では医師不足のための対策として，地方
枠による医学部の定員増が打ち出されました
が，どれほど効果が上がるのでしょうか。
　こう書いてくると否定的な見方ですべての
出来事が悲観的となり，人類ばかりか地球に
も未来がないように思えて来ます。大げさで
なくただ言えることは，医療ひとつとっても
その方向性が見えてこないことでしょう。　
　それでは私たちは何に光明を見いだし，進
んで行けば良いのでしょうか。スランプに落
ちいった時に抜け出すための方法として基本
に戻りしっかり行うことが有効であるよう
に，医療現場では患者中心の診療の基本に立
ち返り，チーム医療の実践と医療の質の向上
に努めることが第一であり，各人はそのため
に何をなすべきかを考えて行動することが重
要であると考えられます。それと並行して，
人を育てることが重要であると考えます。埼
玉医科大学は医育機関として，医学生をはじ
め多くの若人を「人」として「医療人」とし
て育てられる環境を有し，そこに身を置く私
たちは一人一人の学生あるいは研修医を，将
来を託すことができる優秀な人材・医療人に
育てるあげることが可能です。埼玉医科大学
の卒業生が，各方面で活躍し将来の医療を変
える中心となることを期待して止みません。
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